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第８回環境活動交流発表会



ダイジェット工業について

三重事業所
・三重工具工場
・三重合金工場（第1・第2）
・三重原料工場

大阪事業所
・大阪切削工具工場
・大阪耐摩工具工場

・富田林工場（合金・原料）

国内製造拠点にて
超硬材料～工具まで自社一貫生産するメーカー

従業員 ： 約500名
事業拠点： ２拠点



背景 ダイジェット工業における梱包履歴確認方法の現状と問題点

・履歴・・・
全型番有り、ユーザーごとにファイリング

昭和時代より続く伝統で約１万型番有る。

伝統の最たる紙ベースを、デジタル化したのが今回の成果



背景 ダイジェット工業における梱包履歴確認方法の現状と問題点

アナログデータをデジタル化する。
当社規模では非常に手間と費用が・・・

外部委託すれば仕様変更の度に費用が・・・



完成構想のイメージ



開発条件

①梱包作業はパートさんがほとんど。
⇒簡単操作

②既存システムの活用。

③ＤＢはＣＳＶに出せる。
⇒移管・整備がしやすい様に。

④ある程度の仕様変更は自力で対応
⇒簡単プログラミング

エクセル



既存システムの流用

ＣＯ２削減効果予測

A4

250枚＝0.34Ckg

焼却

CO2

PC １台 120Ckg
2台 1kWh/day

※1Ckg=1kg(CO2)

1kWh=0.311Ckg

ＤＸ化大成功
ＣＯ２から見れば
1日250枚の削減＝電気の消費量
年間50,000枚の削減＝電気の消費量・・・・
ＤＸ化にてＣＯ２は削減できるのか？？？



完成品



完成品 Ver.2

初代ソフト完成後、社内の他グループへ仕様変更し導入
・自社開発の強みと簡易プログラミングの成果
・ＤＢは統一の仕様なので統合も簡単

アプリ化により、
フォーマットも自由

iOS・Android・Windows・・・



効果確認

簡易アプリによる包装方法の標準化及びDX化を達成

・包装手順の登録・検索が容易
⇒短縮効果 3分/件換算で500時間/年削減

・再現性の高い履歴が残せ、多能化が容易

・紙ベースでの要領書の作り込み、ファイル管理が不要
⇒紙の使用量 約10,000件/年の使用紙削減
ＣＯ２排出量 約13.6kｇ/年純削減

・社内開発のため要望ごとに横展開可能
⇒メンテナンスと応用により長期使用可能



DIJET Industrial Co., Ltd.

ご静聴ありがとうございました。
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